
要約

鉛、カドミウムを迅速に分析

樹脂や酸化チタンを用いた工業材料に含まれる、微量の鉛とカドミウム
を迅速に分析する方法を確立しました。

１．背景・目的
世界的に有害元素に関する規制が厳しく

なっていますが、これらに関係する分析を
行う場合は、試料を完全に溶解させる必要
があり、技術的に難しいものとなっていま
す。弘前地域研究所で実施するこれらの依
頼分析へ対応するために、試料の処理方法
を確立しました。

２．内容

３．活用等
弘前地域研究所の依頼分析サービスとし

て実施していますので、各種工業材料の評
価や製品管理等にご活用ください。

図１ 樹脂の分析フローチャート例

・鉛とカドミウムを分析する場合の手数料は10,100円／検体です。

・RoHS分析に対応できます。
・地域企業の製品開発や品質管理で必要とされる、素材中の微量元素の定量や組成分析にも

応用できる技術です。

・工業材料として用いられる樹脂や酸化チ
タンを用いた材料を、短時間で完全に溶
解させる処理法を確立しました。

・試料中に含まれる微量の鉛とカドミウム
が定量できるようになりました。

図２ 鉛、カドミウムの検量線
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要約 廃棄石膏ボードと食品工場余剰汚泥を用いて、温泉排水から有害物であ
るフッ素を除去する手法を開発しました。

・一部の業種については暫定排出基準値（例：温泉旅館業は、１０～５０ｍｇ／Ｌ（平成
２８年６月３０日まで））が定められていますが、これまで、３年毎の見直しのたびに
基準値が厳しくなっています。

・特許出願：フッ素処理材および処理方法（特願2014-1285号）

廃棄物で温泉排水を浄化

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

図 排水のフッ素除去手順

写真 食品工場由来の余剰汚泥（乾燥物）

実験用温泉水（フッ素100mg/L）

石膏ボード

撹拌、分離（ろ過など）

余剰汚泥

撹拌、分離（ろ過など）

処理温泉水（フッ素8mg/L以下）

フッ素は、天然温泉やメッキ工場排水等に
多く含まれる元素ですが、過剰の摂取は骨に
障害を与えるため、法律でフッ素の一律排水
基準値（8mg/L）が設定されています。し
かし、フッ素の除去コストは高いのが現状で
す。そこで、フッ素を安価に除去する手法の
開発に取り組みました。

・廃棄物である石膏ボードと食品工場由来の
余剰汚泥を用いて、実験用に調製した温泉
排水中のフッ素（100mg/L）を基準値で
ある8mg/L以下まで低下させる手法を開
発しました。

・この手法では、従来法で用いる薬品代
（1500円/100m3〈一日平均処理水量〉）
を0円に抑えることができます。

これまでトータルコストが高いために導入
を見合わせていたユーザーにも提案できる、
安価なフッ素排水処理システムを開発できま
す。
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